
最新の研究成果（6/15） 

地圏メカニクス RG と中国四川省地震局との共著論文が Seismological Research Letter に公

開されました。 

Su, J., X. Lei, J. Li, and C. Huang (2023). Detailed View of the Seismogenic Structures and 

Processes of the 2022 Bayan Har Intraplate Earthquake Swarm on the East Margin of the 

Qinghai–Tibet Plateau.  

2022 年 6 月 9 日、チベット高原の東縁に位置する Bayan Har プレートの南中部に Mw 5.5

の地震が発生し、その後 Mw 5.8 を含む数回 Mw > 4 の地震が続きました。プレート内部での

群発地震の例として、その発生メカニズムは興味深いと思います。本稿では、震源再決定、震

源メカニズム解、応力場のパターン、主要地震の発生タイミングと地球潮汐との相関性及び詳

細な震源断層構造について、包括的な研究を行いました。その結果、この群発地震は近くの

マッピングされた活断層と直接関連していないこと、一連の未知の断層の断続的な活動による

ものであることが分かりました。震源の時空間分布、地震による応力の伝搬、潮汐との関連性

は、連鎖的なトリガリング、アフタースリップ、高圧深部流体がこの群発地震の発生に共同で役

割を果たした可能性を示しています。詳細は https://doi.org/10.1785/0220220336. また、この

研 究 で も 利 用 し た 地 震 デ ー タ 統 合 処 理 ソ フ ト ウ ェ ア GeoTaos （ 知 之 道 ）

（http://bemlar.ism.ac.jp/lxl/）も続々と更新しています。 

 

 



 

 

 


